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農
村
教
園
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ル
タ
ー
ジ
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義
圓
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農
村
教
園
で
あ
る
光
照
教
園
の
纏
營
者
と
し
て
、
こ
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
を
記
す
。
A
地
區
情
勢
光
照
敏
園
の
所
在
地
區
は
、
京
都
市
伏
見
匿
竹
田
内
畑
町
で
あ
る
。
然
し
、
此
地
區
は
數
年
前
迄
、
京
都
府
紀
伊
郡
竹
田
村
竹
田
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
、
此
地
區
生
活
者
の
現
情
勢
は
、
米
作
專
農
・こ
、
野
菓
兼
耕
者
が
中
心
で
、
少
數
の
地
圭
、こ
、
多
數
の
小
作
人
に
依
つ
て
構
成
さ
れ
.
此
等
を
對
象
、こ
す
る
小
賣
商
人
の
小
部
分
が
、
内
在
生
活
を
し
て
ゐ
る
。
B
地
區
特
種
内
容
此
地
區
は
如
上
の
關
係
で
、
風
俗
習
慣
は
純
全
た
る
農
民
を
基
礎
ε
し
て
結
成
さ
れ
、
全
日
本
地
區
農
民
風
俗
ご
大
差
な
く
、
金
融
流
通
に
乏
し
く
、
素
朴
に
し
て
佛
歡
信
仰
に
厚
く
、
從
つ
て
、
寺
院
奉
仕
は
金
貨
よ
り
勞
力
の
奉
仕
が
大
部
分
で
あ
る
Q
C
地
區
兒
童
全
貌
地
便
兒
童
は
全
て
農
民
兒
堂
で
あ
り
、
彼
等
の
懐
中
は
チ
ヨ
コ
レ
ー
ト
の
代
り
に
、
自
宅
で
煮
た
芋
が
湯
毛
を
立
て
、
ス
マ
ー
ト
な
小
學
生
服
の
代
り
に
、
木
綿
の
着
物
を
着
て
遊
ん
で
ゐ
る
。
彼
等
の
娯
樂
機
蘭
は
乏
し
く
、
彼
等
ω
遊
園
地
は
田
圃
で
あ
り
道
路
で
あ
り
、
寺
院
境
内
で
あ
る
。
映
露
は
伏
見
方
面
の
映
書
街
(此
處
は
京
極
映
書
街
で
封
切
後
、
約
牛
年
内
至
一
年
遲
れ
、
入
塲
料
ぱ
兒
童
ぱ
五
錢
位
)
に
行
く
。
そ
れ
も
盆
-こ
正
月
位
で
あ
つ
て
、
彼
等
に
は
ト
ー
キ
ー
ニ
ユ
ー
ス
や
、
ミ
ッ
キ
イ
マ
ゥ
ス
や
、
シ
ヤ
リ
ー
テ
ン
プ
ル
等
は
凡
そ
他
人
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
小
學
校
や
、
光
照
寺
が
開
催
す
る
十
六
ミ
リ
の
サ
イ
レ
ン
ト
映
齧
で
さ
て
、
心
か
ら
の
拍
手
を
途
り
、
映
齧
絡
了
後
の
會
塲
に
は
、
豆
の
皮
や
、
芋
ω
皮
が
い
つ
ば
い
に
散
亂
し
て
ゐ
る
。
彼
等
の
愛
唱
す
る
流
行
歌
は
、
「
こ
玉
は
お
國
」
で
あ
り
、
「
爆
彈
三
Zo
勇
士
L
で
あ
る
。
稀
に
コ
一人
は
若
い
」
や
「
ト
ン
ガ
ラ
カ
ッ
チ
ヤ
嫌
よ
」
の
口
笛
が
流
れ
て
く
る
。
勿
論
、
こ
ん
な
流
行
歌
は
昭
和
十
一
年
末
期
の
事
で
あ
る
。
彼
等
の
精
紳
歌
態
は
、
粗
野
で
は
あ
る
が
強
堅
で
太
い
大
綱
を
ゆ
る
く
兩
端
よ
り
ひ
つ
ば
つ
た
姿
に
似
て
ゐ
て
、
感
覺
は
鋭
敏
で
な
い
が
、
記
憶
力
は
承
綾
性
が
あ
り
、
行
動
は
荒
ツ
ぽ
く
、
そ
れ
で
も
悲
し
い
時
は
、
土
に
塗
れ
た
頬
に
い
つ
ば
い
涙
を
流
し
て
泣
き
、
そ
の
泣
き
聲
は
堂
々
¶こ
立
て
る
。
嬉
し
い
時
は
先
に
爾
手
、
兩
足
を
行
動
し
て
表
現
し
、
そ
れ
よ
り
後
に
、
言
語
に
移
動
す
る
傾
向
が
あ
る
。
彼
等
は
如
來
に
合
掌
す
る
禮
儀
は
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
教
へ
る
・こ
、
從
順
に
服
從
す
る
性
質
を
有
し
て
ゐ
る
。
彼
等
は
從
つ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
音
樂
や
、
ダ
ン
ス
は
苦
手
で
あ
る
。
彼
等
の
家
庭
が
江
州
音
頭
を
愛
好
し
、
そ
の
盆
踊
り
が
唯
一
の
踊
り
で
あ
る
關
係
上
、
四
分
の
三
拍
子
や
、
變
口
調
な
ん
か
、
親
友
に
し
な
い
傾
向
が
多
分
に
あ
る
。
D
經
營
方
針
私
は
以
上
の
事
情
を
充
分
に
驗
討
し
た
結
果
、
左
の
如
き
經
營
方
針
を
立
て
た
。
(
イ
)
無
經
費
を
以
て
標
.準
・こ
す
る
事
。
(
ロ
)
勤
行
・こ
童
話
を
中
心
・こ
す
る
事
Q
(
ハ
)
音
樂
-こ
舞
踊
は
考
慮
に
入
れ
、
當
分
實
施
し
な
い
事
。
(
二
)
毎
週
土
曜
日
の
晩
に
開
催
す
る
事
。
(
こ
れ
は
農
村
敏
園
の
特
種
性
で
、
日
曜
は
家
庭
の
手
助
け
に
盡
く
逍
ひ
廻
は
さ
れ
、
土
曜
の
晩
の
み
が
、
彼
等
兒
童
の
ド
ン
タ
ク
で
あ
る
。
(
ホ
)
佳
職
で
あ
る
私
が
中
心
で
あ
る
事
。
(
へ
)
大
會
は
春
五
月
に
、
花
祭
り
大
禽
を
行
ふ
享
。
以
上
の
大
體
の
プ
ラ
ン
で
あ
つ
た
。
E
經
營
プ
ロ
(
イ
)
夲
日
プ
ロ
本
堂
入
翦
、
靜
座
、
宗
歌
、
日
常
勤
行
、
訓
話
、
堂
話
、
サ
ヨ
ナ
ラ
の
歌
、
本
堂
退
塲
。
(
ロ
)
花
祭
り
大
龠
プ
ロ
本
堂
入
瘍
、
靜
座
、
宗
歌
、
日
常
勤
行
、
訓
話
童
話
、
映
書
、
サ
ヨ
ナ
ラ
の
歌
、
本
堂
退
傷
Q
花
祭
り
晩
餐
會
。
こ
れ
は
大
魯
開
始
前
に
催
す
。
出
席
兒
童
各
家
よ
り
、
米
三
合
集
め
る
。
こ
れ
が
愈
費
で
あ
る
。
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副
食
・こ
煮
出
し
は
光
照
寺
婦
人
會
が
支
援
す
る
。
映
書
冖賃
貸
料
及
び
講
師
謝
禮
は
、
婦
人
會
後
援
・こ
な
つ
て
居
て
、
約
五
圓
で
あ
る
。
大
會
出
費
は
電
燈
代
位
で
あ
る
。
(
ハ
)
特
種
プ
ロ
遠
足
、
絡
始
歩
る
く
の
遠
足
で
あ
る
。
往
復
約
五
里
を
程
度
・こ
し
て
催
す
。
三
月
に
一
回
位
。
こ
れ
は
農
閑
期
を
利
用
す
る
。
F
成
績
状
態
非
常
に
好
成
績
で
あ
る
。
第
一
に
家
庭
が
一
致
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
次
に
兒
童
が
熱
狂
歌
態
に
あ
つ
て
、
特
別
事
情
で
、
時
々
休
む
時
は
、
次
週
は
是
非
開
ら
く
や
う
歎
願
す
る
有
様
で
、
近
來
は
兎
も
す
れ
ば
、
彼
等
兒
堂
の
熱
に
私
の
方
が
動
か
さ
れ
て
ゐ
る
傾
向
さ
へ
あ
る
。
無
經
費
を
中
心
、こ
し
て
ゐ
る
の
で
、
今
後
の
持
績
性
は
充
分
で
あ
る
し
、
兒
童
負
擔
力
も
輕
る
く
、
現
在
に
於
て
は
、
現
在
の
設
備
で
充
分
で
あ
る
Q
然
し
、
都
魯
教
園
衰
兆
の
一
原
因
に
、
都
會
兒
童
が
童
話
の
み
に
滿
足
し
な
い
・こ
云
ふ
點
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
十
年
後
に
は
必
す
此
教
園
に
も
襲
來
す
る
だ
ら
う
。
現
在
、
私
は
こ
れ
を
研
究
し
つ
㌧
あ
る
。
G
經
營
注
意
現
淨
土
宗
の
農
村
教
園
不
振
の
原
因
を
探
究
す
る
ーこ
、
大
體
左
の
如
き
も
の
に
な
る
。
(1
)
農
村
が
不
况
で
あ
る
。
(2
)
童
話
の
話
方
も
知
ら
ぬ
。
(3
)
童
話
の
材
料
が
乏
し
い
。
(4
)
中
央
・こ
の
聯
絡
が
な
い
。
(
5
)
講
師
を
自
分
で
の
み
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
6
)
自
坊
經
費
が
な
い
。
(7
)
多
忙
な
法
務
に
追
は
れ
て
ゐ
る
。
(8
)
脅
樂
や
ダ
ン
ス
が
制
ら
な
い
。
(9
)
本
堂
や
、
境
内
が
荒
れ
る
。
(
10
)
め
ん
さ
う
く
さ
い
。
要
約
す
れ
ば
こ
の
十
項
目
に
あ
る
や
う
だ
。
私
は
こ
れ
等
の
問
題
に
付
い
て
述
べ
や
う
。
(
1
)
無
經
費
か
ら
行
へ
ば
實
行
出
來
る
。
.巷
聞
の
日
曜
教
園
經
營
法
や
、
都
會
敏
園
經
營
法
を
實
施
し
や
う
ーこ
意
圓
す
る
か
ら
、
當
然
不
可
能
に
墜
ち
る
の
で
あ
る
。
深
刻
な
不
况
農
村
・こ
云
へ
、
勤
行
、こ
童
話
の
歡
園
は
開
設
出
來
る
、こ
思
考
す
る
。
右
記
の
花
祭
り
大
魯
等
は
中
止
し
て
も
、
何
等
歡
園
經
營
に
は
影
響
し
な
い
も
の
だ
。
若
し
開
催
す
る
隔こ
す
れ
ば
、
童
話
を
中
心
ε
す
る
花
祭
り
大
龠
を
行
へ
ば
よ
い
。
(
2
)
言
語
の
出
來
な
い
住
職
が
、
現
淨
土
宗
に
居
な
い
如
く
、
從
つ
て
、
オ
ハ
ナ
シ
の
出
來
な
い
事
は
絶
體
に
な
い
。
例
へ
設
教
風
の
童
話
で
あ
ろ
う
.こ
、
途
切
れ
勝
ち
の
童
話
で
あ
ろ
う
・こ
、
そ
れ
で
充
分
だ
。
農
村
兒
童
教
園
の
創
立
は
そ
れ
で
可
能
で
あ
る
。
(
3
)
童
話
の
材
料
に
乏
し
い
事
ぼ
事
實
だ
。
無
數
寺
院
は
世
界
童
話
大
系
、
實
演
童
話
集
E
T
C
を
備
へ
付
け
る
事
で
さ
へ
大
き
な
財
的
恐
慌
で
あ
る
。
然
し
、
全
然
、
昔
話
を
知
ら
ぬ
佳
職
は
な
い
。
例
へ
、
童
話
技
能
が
劣
つ
て
ゐ
て
も
農
村
兜
童
に
は
問
題
で
な
い
。
彼
等
の
大
部
分
は
、
娯
樂
に
貧
困
し
て
ゐ
る
現
在
、
タ
ド
く
し
い
童
話
で
あ
り
、
叉
聞
く
童
話
で
あ
れ
、
大
人
し
く
聞
く
も
の
で
あ
る
。
(
4
)
中
央
-こ
の
聯
絡
が
な
い
事
も
事
實
で
あ
る
。
然
し
東
京
、
京
都
の
兒
童
協
龠
は
、
少
し
・こ
も
積
極
的
に
地
方
-こ
の
聯
絡
を
希
望
し
て
ゐ
る
現
在
、
自
分
よ
り
聯
絡
を
付
け
れ
ば
八
分
の
聯
絡
は
付
く
、こ
考
へ
る
。
勿
論
、
こ
の
聯
絡
の
意
味
が
金
額
の
補
助
で
あ
れ
ば
「
ナ
ニ
ヲ
カ
イ
ワ
ン
ヤ
」
で
あ
る
。
補
助
要
請
の
目
的
で
歡
團
を
立
て
る
も
の
で
は
な
い
。
歡
園
の
目
的
は
淨
土
歡
思
想
の
兒
堂
へ
の
育
成
に
あ
る
か
ら
だ
。
私
の
云
ふ
聯
絡
は
プ
ロ
編
成
參
考
。
カ
ー
ド
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
敷
案
の
指
導
等
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
o
(
5
)
講
師
を
自
分
で
や
る
の
が
當
然
で
あ
る
。
他
人
ま
か
せ
で
自
坊
經
營
が
出
來
な
い
如
く
、
教
園
經
營
も
中
心
は
自
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
(
6
)
自
坊
經
費
が
な
い
か
ら
、
無
經
費
か
ら
や
る
「こ
い
Σ
こ
考
へ
る
。
オ
ル
ガ
ン
の
代
り
に
ハ
モ
ニ
カ
、
ハ
モ
ニ
カ
の
代
り
に
木
魚
ご
轉
向
す
れ
ば
設
備
費
は
本
堂
常
設
の
も
の
で
充
分
で
あ
る
。
(
7
)
多
忙
な
法
務
の
中
に
、
閑
時
日
を
作
り
、
一
周
に
五
時
聞
位
、
兒
堂
、こ
遊
ぶ
の
も
、
亦
よ
か
ら
す
や
。
碁
や
痲
雀
は
個
人
的
で
あ
る
が
、
敦
園
は
布
敏
の
一
部
で
あ
り
、
宗
務
所
推
賞
の
も
の
で
あ
る
。
朝
か
ら
晩
ま
で
、
毎
日
法
務
で
あ
れ
ば
こ
れ
は
亦
仕
方
か
な
い
。
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(8
)
音
樂
や
ダ
ン
ス
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
教
園
が
經
營
出
來
な
い
ーこ
云
ふ
理
論
は
、
現
淨
土
宗
内
に
最
も
よ
く
聞
く
釣
話
で
あ
る
が
、
法
然
上
人
の
淨
土
激
思
想
依
導
に
は
、
ダ
ン
ス
や
、
音
樂
は
無
く
て
も
出
來
る
も
の
で
あ
る
。
教
園
の
第
一
義
諦
は
合
掌
三
禮
に
あ
り
、
歸
依
佛
、歸
依
法
、歸
依
僣
に
あ
り
、
念
佛
生
活
の
信
念
養
育
に
存
在
す
る
。
勿
論
宗
數
晋
樂
や
、
宗
教
舞
踊
が
、
此
等
養
育
方
法
の
一
助
に
は
な
る
が
、
そ
れ
が
全
體
で
は
决
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
(9
)
本
堂
、
境
内
の
莊
嚴
も
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
理
あ
る
か
ら
、
そ
の
方
が
重
要
な
人
は
在
方
が
な
い
。
然
し
、
檀
中
に
理
解
さ
へ
得
れ
ば
、
全
然
不
可
能
の
問
題
で
は
な
く
且
亦
、
そ
う
荒
廢
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
ん
な
兒
童
を
養
成
す
必
要
さ
へ
あ
る
。
(
10
)
め
ん
さ
う
く
さ
い
人
は
、
縁
な
き
衆
生
で
あ
る
か
ら
、
お
釋
迦
樣
も
除
け
ら
れ
た
如
く
、
私
も
こ
の
論
者
の
前
に
退
却
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
上
、
淺
學
薄
徳
の
私
が
、
經
驗
を
通
じ
て
、
こ
の
ル
ボ
タ
ー
ジ
ユ
を
記
し
た
が
、
こ
の
ル
ポ
は
研
究
論
議
さ
る
可
き
點
は
充
分
に
あ
る
哂こ
思
考
す
る
。
こ
の
ル
ポ
が
論
議
研
究
の
壹
上
に
な
り
、
以
て
農
村
教
園
經
營
の
一
參
考
に
な
れ
ば
、
私
の
ル
ポ
も
有
意
義
に
な
る
も
の
で
あ
ゐ
。
(
+
二
・
丁
三
+
)
インターネット公開許諾のない文章には
墨消し処理を施しています。
